
北海道みなとオアシス活性化協議会資料

平成２４年６月５日

北海道開発局港湾計画課



各オアシスにおける活動予定 【資料１】

平成２ 年度の取り組み

◆みなとオアシス稚内 ①エブロ・ノーザンロード・カー
＆おおなごフェスタ

平成２４年度の取り組み

１．運営協議会の開催

・第１回を４月に開催

今年度の事業及び予算等について

１．オアシスエリア内の施設を利用した様々なイベントの開催

①エブロ ノ ザンロ ド カ ＆おおなごフ スタ（７月８日）①エブロ・ノーザンロード・カー＆おおなごフェスタ（７月８日）

②稚内みなと南極まつり（８月４～５日）

③ＷＡＫＫＡＮＡＩみなとコンサート（８月１９日）

④最北端・食マルシェ2012（８月２５，２６日）

②稚内みな南極まつり

④最北端 食 ルシ （ 月 ， 日）

⑤日本海ｖｓオホーツク海グルメバトル（９月２２，２３日）

２．ＰＲ活動

第２回みなとオアシスSeaグルメ全国大会へ参加

稚内副港ボートレース

③ＷＡＫＫＡＮＡＩみなとコンサート ⑤日本海ｖｓオホーツク海グルメバトル
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平成２３年度の取り組み 第８回 ９月１３日

・Ｓｅａ級グルメ全国大会に参加結果について

各オアシスにおける活動予定

１．運営協議会の開催

Ｓｅａ級グルメ全国大会に参加結果について

・網走一番秋祭りにおけるＰＲブースの設置

益々！マスバーグの無料提供、みなとオアシス

ＰＲパネル設置、ＰＲ用紙の配布

◆みなとオアシス網走

第７回 ７月５日

・Ｓｅａ級グルメ全国大会に参加について

・モヨロ緑地の整備予定について

・緑地整備の進捗状況報告、その他要望の聴取

モヨロ緑地の整備予定について

駐車場整備（土工）、トイレ実施設計

・網走一番秋祭りにおけるＰＲブースの設置

・オホーツク海上学校の紹介

・７月30日、31日広島県三原市で開催

市民団体など10名派遣

２．Ｓｅａ級グルメ全国大会参加

・市民団体など10名派遣

・出品：益々マスバーガー

Ｈ22.9月に行われた「網走一番！秋祭り」の

グルメコンテストでグランプリに輝いた

・300円×600食を提供

・網走市から・その他網走の加工品を紹介販売

サケ及びマスのトバ

ホタテ貝ひも、マスせんべい、クジラ缶詰ホタテ貝ひも、マスせん い、クジラ缶詰

クジラ北海煮、大和煮

・入賞はできなかったが、カラフトマス、網走

市のＰＲにつながった ２



平成２３年度の取り組み

各オアシスにおける活動予定

３．網走一番秋祭り参加
・網走ではみなとオアシスの認知度がまだまだ低いことか
ら、益々マスバーガーのバーグをオアシス網走のＰＲ用
紙を添えて無料配布をおこなった紙を添えて無料配布をおこなった.。

４ その他川筋を利用した取り組み

・花火大会
オホーツク夏祭の
フィナーレとして
行われています４．その他川筋を利用した取り組み 行われています。
平成２２年から川
筋地区に会場を移
しました。

・道の駅夕市祭り
平成２１年からみなと
観光交流センターで行
われ、夏のイベントと
して定着してきました。
網走出身歌手、市民音
楽愛好家などのライブ、

・オホーツク海上学校市内
のヨット愛好団体が、海上
学校として７月にヨットの
体験乗船を行っています

地元飲食店の出店、ビ
アガーデン等でたいへ
ん賑わっています。

体験乗船を行っています。
平成２２年からみなと観光
交流センター前に会場を移
動しました。
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各オアシスにおける活動予定

◆みなとオアシス網走
平成２４年度の取り組み

１．運営協議会の開催

第１回を６月開催予定第１回を６月開催予定

今年度の事業及びハード整備等について

第２回目を10月頃開催予定

今年度の事業の総括及びハード整備の進捗等について今年度 事業 総括及び 整備 進捗等

２．ＰＲ活動

網走一番夏祭りへの参加

３．川筋を利用した様々なイベントの開催

①オホーツク夏祭りの開催（７月２６日～２９日）

オロチョンの火祭り 花火大会などオロチョンの火祭り、花火大会など

②道の駅夕市祭りの開催（７月２８日～８月１日）

③オホーツク海上学校の開催

④網走一番夏祭りの開催（８月４日）④

今まで、網走港第２埠頭で開催していましたが、今年か

らはエコーセンターで行うこととなりました

※これらの行事は各市民団体などが主催されていますが開催に

あたっては、網走市、網走港振興協議会も参画しています。
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各オアシスにおける活動予定

◆みなとオアシス江差

○第14回活！！江差海鮮みなとイカ刺しまつり
→7月6日（金)、漁港区船澗･漁協荷捌き所（オアシスエリア)にて開催。
漁船から水揚げしたばかりの活イカを浜の母さんがその場で刺身に造りあげて提供致します。
その他 ゾバカガイの酒蒸しやヒラメ刺身 イカ焼き 青 ぶ焼きなど地元水産物の露店販売

(前年状況)

その他、エゾバカガイの酒蒸しやヒラメ刺身、イカ焼き・青つぶ焼きなど地元水産物の露店販売、
イカ釣り体験や郷土芸能ショーも楽しめ、たいへん賑わいある祭りです。
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◆主な予定イベント（7月-9月）：

各オアシスにおける活動予定

○第59回江差かもめ島まつり、第34回北前船競漕大会
→7月7日(土)～8日(日)、かもめ島（オアシスエリア）にて開催。
檜山道立自然公園のかもめ島を舞台に繰り広げられます。
歌謡ショーや町民一丸となり江差町内を練り歩く江差音頭千人パレード、海上保安庁巡視船「かむい」歌謡ショ や町民 丸となり江差町内を練り歩く江差音頭千人パレ ド、海上保安庁巡視船「かむい」

体験航海、「全道北前船競漕大会(船漕ぎ競争)」等、たくさんのイベントが開催されます。
祭りのメインは瓶子岩しめ縄かざりです。漁民の守り神､高さ10ｍもの巨岩「瓶子岩」に、海上安全や
大漁を祈願し、500キロもの真新しいしめ縄をかけかえます。下帯ひとつの若い漁師たちが祈りを込めて
しめ縄をかけかえる様は勇壮そのものです。

(前年状況)
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◆主な予定イベント（7月-9月）：

各オアシスにおける活動予定

○第50回江差追分全国大会、第16回江差追分少年全国大会、第16回江差追分熟年全国大会

→9月21日(金)～23日(日)、江差町文化会館（上町地区）にて開催。
今年の大会にて50回大会という節目を迎えるに当たり、江差町では今年１年を追分年と位置付けました。

(前年状況)

追分会実行委員会では、半世紀もの間大会の開催に協力して下さる町民や、追分を支える唄い手･演奏者の
方々への「感謝」と、次の大きな節目となる100回記念に向けた「創造」の想いを込めています。また、
「第50回江差追分全国大会」を記念して、江差追分の新歌詞を募集するなど各種事業展開を行っています。

(前年状況)
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◆開催済イベント：

各オアシスにおける活動予定

○えさし海の駅開陽丸「ぷらっと江差」リニューアルオープンイベント
→4月14日(土)～15日(日)、えさし海の駅開陽丸（オアシスエリア）にて開催。
アンテナショップ「ぷらっと江差」のリニューアルオープンイベントが4月14日,15日の2日間行われました。
江差町の農家より産地直送の野菜販売 漁業者によるホ ケやイカ等の販売物販スペ スには 人だかりが

(イベント状況)

江差町の農家より産地直送の野菜販売、漁業者によるホッケやイカ等の販売物販スペースには、人だかりが
できていました。イベント中は開陽丸記念館の無料開放､江差町のゆるキャラ「しげっち」の登場などが開催
され、2日間合わせて1600名の来場者がありました。

(イ ント状況)
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各オアシスにおける活動予定

◆開催済イベント：

○えさし海の駅開陽丸管理棟リニューアルオープン記念イベント
→5月3日(木) 、えさし海の駅開陽丸（オアシスエリア）にて開催。
えさし海の駅開陽丸管理棟リニューアルオープン記念イベントが5月3日に開催されました。
舞台行事として,江差幼稚園児による合唱,かもめ会･Hamanasu会･一松会江差教室による追分･民謡披露､
江差中学･高校吹奏楽部による演奏、函館大学付属有斗高校マーチングバンド演奏が行われ,観客の
大きな拍手に包まれていました。また、敷地内にある観賞池を利用した魚釣り体験には,約50名が参加し、
子どもたちが自分の体より大きな釣り竿を使って魚釣りを楽しんでいました。

(イベント状況)
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◆開催済イベント：

各オアシスにおける活動予定

○第20回春の江差いにしえ夢開道
→5月4日(金)～5日(土)、いにしえ街道（下町地区）にて開催。
5月4日は夢作Liveと称してちびっこ民謡ショー、江差追分全国大会歴代優勝者による民謡ライブショー、
餅つきが行われました 5月5日には江差いにしえ街道を「花嫁行列と長持唄」と題して 結婚されるカップル餅つきが行われました。5月5日には江差いにしえ街道を「花嫁行列と長持唄」と題して、結婚されるカップル
が、江差追分師匠の長持唄にのせて、いにしえ街道を艶やかに花嫁行列しました。
また、同日の夜には「竹かごあんどん」と「エコキャンドル(約300個)」のやさしい灯りで、江差いにしえ街道
が幻想的な雰囲気に包まれる「シーニックdeナイト」が開催されました。

(イベント状況)
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各オアシスにおける活動予定

◆みなとオアシス苫小牧 花いっぱい活動

平成２３年度の取り組み

１．花いっぱい活動動
・開催日 ：平成２３年６月２２日
・開催場所：北ふ頭キラキラ公園
・内容 ：キラキラ公園の花壇へ花を植えた

参加者：約４０名参 者 約 名
苗の数：約１６００株

２ 第 回みなとオアシスS 級グルメ全国大会i 三原

Sea級グルメ全国大会

２．第一回みなとオアシスSea級グルメ全国大会in三原
・開催日 ：平成２３年７月３０，３１日
・開催場所：広島県三原市
・内容 ：大会への出店を行い、苫小牧の認知度向上につなげる

出品 ホ キカ ホ キバタ 焼き

市民みなと写生会

出品：ホッキカレー、ホッキバター焼き

３ みなと写生会３．みなと写生会
・開催日 ：平成２３年８月２８日
・開催場所：北ふ頭キラキラ公園

開発埠頭フェリーターミナル
・内容 ：飛鳥Ⅱ寄港日に合わせて 市民に港への

１１

・内容 ：飛鳥Ⅱ寄港日に合わせて、市民に港への
親しみを抱いてもらうため、写生会を実施
参加者：５０名



各オアシスにおける活動予定

４．みなとウォーク

みなとウォーク

４．みなとウォ ク
・開催日 ：平成２３年１１月６日
・開催場所：北ふ頭からフェリーターミナル
・内容 ：北ふ頭からフェリーターミナルまでの

道を担当者による概要説明をしなが道を担当者による概要説明をしなが
らのウォーキングを実施した
参加者：４９名

平成 年度 取り組

●イベント
・花いっぱい活動

平成２４年度の取り組み

花いっぱい活動

・市民みなと写生会及び作品展

みなとウ ク・みなとウォーク

・第２回みなとオアシスSea級グルメ大会に参加予定

●広報・宣伝
・みなとフフェスティバル

キま・ホッキまつり

・みなとのイルミネーション
１２



各オアシスにおける活動予定

◆みなとオアシスれぶん みなとオアシスれぶん 登録証授与式な
●各種イベントでの紹介

①西海岸クルーズ（６月１日～９月３０日）
②水産祭り（７月２０（木），２１日（金））
③湖畔まつり（８月７日（火） ８日（水））

（平成２３年７月１７日 水産まつり）

③湖畔まつり（８月７日（火），８日（水））
④ふるさと祭り（８月７（火），１０日（金））
⑤納涼まつり（８月１５日（水））

②水産祭り①西海岸クルーズ

④ふるさと祭り③湖畔まつり
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北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み 【資料２】

◆札幌地下歩行空間におけるポスター展の実施
各みなとオアシスで開催されるイベントを紹介するポスタ 展を札幌地下歩行空間で実施

◆ポスター展に併せて港湾イメージキャラクターによるチラシ配布

・各みなとオアシスで開催されるイベントを紹介するポスター展を札幌地下歩行空間で実施

・実施期間：平成23年7月1日（金）～13日（水）

・実施時期：平成23年7月2日（土） 13:00～15:00
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北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

◆みなとオアシスＳｅａ級グルメ全国大会の参加

平成２３年７月３０ ３１日 広島県三原市で開催・平成２３年７月３０，３１日、広島県三原市で開催。

・北海道からは、みなとオアシスわっかない（２名）、みなとオアシス網走（１０名）、みなとオアシス苫小牧（１０名）
開発局（網走：２名、本局：２名）の計２６名が参加。

・２日間の観客は約１３，０００人。

開会式 開催状況 港湾キャラクターによるＰＲ

ほっきカレー 益々！マスバーガー

１５



北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

・Sea級グルメ開催期間中に北海道みなとオアシスをＰＲするチラシを７００部配付。

み な と オ ア シ ス 「わっかない」 み な と オ ア シ ス 「網 走」

みなとオアシス「わっかない」は、日本の最北端である稚内
港に位置する海と賑わいの交流空間です。

国際・国内フェリーターミナルをはじめとしたオアシス内の各

施設において、訪れる市民や観光客に対し各種イベントな
どの情報提供を行っています

～マチとみなとの連携・観光交流拠点を目指して～

みなとオアシス「網走」では、海と川や知床連山の景観などの

豊かな自然環境や、歴史・文化を活用した賑わい創出等によ
り、「みなと観光交流センター」や、その周辺に整備される親水
プロムナード等のウォーターフロント空間を活かした交流の場を
提供しています

～中心市街と連携した水辺空間～

み な と オ ア シ ス 「江 差」

どの情報提供を行っています。 提供しています。

「みなとオアシス江差」は、北海道南部の渡島半島の日本海
側にある江差港に位置しており、訪れる市民や観光客に、かも
め島をはじめとする美しい自然景観と町の歴史を活かした交流

～水辺と親しむ交流拠点の形成～

み な と オ ア シ ス 「苫 小 牧」

みなとオアシス苫小牧では、北海道の海の玄関口「開発埠頭
フェリーターミナル」、市民の憩いの場「キラキラ公園」、そして
苫小牧の新鮮な魚貝等が勢ぞろいの「ぷらっとみなと市場」と

特色が違 和を 交流

～旅・遊・食の調和による賑わい拠点～

め島をはじめとする美しい自然景観と町の歴史を活かした交流
空間を提供しています。

いった３つの特色が違うエリア間の調和を図り、賑わいと交流
の場を提供しています。

礼文町の海の玄関口「香深港フェリーターミナル」や、憩いの
場「礼文町総合交流促進施設」等のオアシスエリア内の各施

～癒しと交流の空間形成を目指して～

み な と オ ア シ ス 「れ ぶ ん」

場「礼文町総合交流促進施設」等のオアシスエリア内の各施
設がお互いに情報発信を展開することにより、みなとを訪れる

人に癒しと交流の場を提供しています。

みなとオアシスのある港湾などでは、北海道の経済や産業のために欠かせない役割を担っており、

豊かで活力のある北海道のために港湾機能の充実を図っています。豊かで活力のある北海道のために港湾機能の充実を図っています。
礼文島香深港に寄港したクルーズ船

（背後の山は利尻富士）

獲った鮮魚を漁船上で箱詰

め、または滅菌海水などで鮮

度を保持します。

北海道から関東・関西へ3日
目に配送できるトラック＋フェ
リーの輸送システムが確立さ
れました。

ほぼ全国で生さんまの刺身が食べられるようになった理由

3日配達が実現！

輸送システムの確立！保鮮技術の進歩！

小麦 日本のめんの70％は国産

例えば、うどんなどの日本めんの70％は国

北海道のみなとには、多くの大型クー

ズ船が寄港しています。クルーズ船が

寄港するとみなとまちは多くの観光客

で賑わいます。

1990年代後半、小樽港、苫
小牧港に高速フェリーが就
航し、3日目配達が実現とな
りました。

例えば、うどんなどの日本めんの70％は国
産の小麦でつくられています。国産のうち
60％は北海道産です。

北海道の紋別港から輸

送されたホタテの貝殻

は、広島県で養殖され

る牡蠣の種苗器に利用

されています。 ホタテの貝殻の出荷状況
１６



◆北海道開発局インターネットモニターアンケート結果

平成２３年に北海道港オアシスについて北海道開発局のモニタ を対象にアンケ ト調査を実施

北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

・平成２３年に北海道港オアシスについて北海道開発局のモニターを対象にアンケート調査を実施。
・アンケートでは、北海道みなとオアシスを知らないと回答された方は４７名で全体の８５％。
・認知度の向上に向け、ホームページ等での情報提供が重要との意見があった。

調査名 「北海道の港湾に関する情報提供・調査名：「北海道の港湾に関する情報提供。
・調査目的：北海道の港湾に関する情報のほか、北海道開発局の港湾に関する広報活動の充足度、みなとオア

シスに関する認知度等の調査を行い、今後、より充実した北海道の港湾に関する広報・賑わいの創
出に向けた取り組みを進めるための参考資料とすることを目的とする。

調査期間 平成２４年２月８日（水）から平成２４年２月２９日（木）まで・調査期間：平成２４年２月８日（水）から平成２４年２月２９日（木）まで
・調査方法：北海道開発局のインターネットモニターとして委嘱された５５名に対して「調査要領」及び「調査票」を

送付。

○みなとオアシス情報の取得方法○アンケート回答数属性 ○みなとオアシス情報の取得方法

男

女

23%

○アンケ ト回答数属性

インターネット（北海道開発

局以外のホームページ等）
38%

77% 仕事仲間、知人・友人に聞

いた

テレビ、ラジオ、新聞等の

報道

0%

25%

○みなとオアシスの認知度

知っていた

15%
知らなかった

パンフレット、チラシ、ポス

ター

イベントを通じて

25%

0%

85% フェリー乗り場等の看板や

掲示板

その他

13%

0%
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○パンフレット・チラシの入手場所 ○利用したいサービス内容

北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

官公庁の庁舎

（市役所等）
50%

観光・地域情報の入手

イベント情報の入手

特産物 購入

83%

70%

68%

道の駅

港に関するイベン

50%

0%

特産物の購入

食事

散歩

68%

66%

0%

港に関するイベン

ト会場

その他

0%

0%

休憩

市民講座・サークル活動

40%

17%

その他
0%

○参加したいイベント

物産展等 77%

○認知度向上に向けた取り組み

祭り

乗船体験

フリーマーケット

64%

62%

21%

インターネット情報

の充実

みなとオアシスに関

53%

フリーマーケット

体験学習

コンサート

21%

38%

19%

%

みなとオアシスに関

するイベントの開催

パンフレット、チラ

シ、ポスターの充実

60%

68%

講演会

グルメ大会

その他

17%

49%

2%
その他 13%
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北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

◆平成２４年度の取組みの提案

・道の駅ネットワークを活用したみなとオアシスの周知

・昨年度同様、道の駅に各みなとオアシスで開催される夏のイベ
ントを紹介したポスターを掲示し、みなとオアシスを広く周知する
ＰＲ活動を実施ＰＲ活動を実施。
・実施期間：平成２４年７月～９月

・掲示箇所（昨年度実績）
札幌開発建設部管内：１６箇所（管内全て）
小樽開発建設部管内 １３箇所（管内全て）小樽開発建設部管内：１３箇所（管内全て）
函館開発建設部管内：１１箇所（管内全て）
室蘭開発建設部管内：１２箇所（管内全て）
網走開発建設部管内：１９箇所（管内全て）
稚内開発建設部管内 ３箇所（管内全て）稚内開発建設部管内：３箇所（管内全て）
東日本高速道路（株）：輪厚ＳＡ（上下）、金山ＳＡ（上下）
計：７８箇所（北海道の道の駅：112箇所（平成23年3月現在））

各オアシスで開催されるイベントでの活性化協議会のポスタ 掲示による周知・各オアシスで開催されるイベントでの活性化協議会のポスター掲示による周知

・本省ＨＰの更新による情報発信の強化

・観光協会等のＨＰで北海道みなとオアシスの紹介

●さらに効果的な広報はできないか
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北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

◆関係機関との連携ができないか
・道路部門の「道の駅」 農業部門の「わが村は美しく」等との連携方策や関係機関との連携を検討中・道路部門の「道の駅」、農業部門の「わが村は美しく」等との連携方策や関係機関との連携を検討中。
・実施内容について詳細が分かり次第情報提供。

北の道の駅

長距離ドライブが増え、女性や高齢者のドライバーが増加するなかで、道路交通の円滑な「ながれ」を支えるた
め、一般道路にも安心して自由に立ち寄れ、利用できる快適な休憩のための「たまり」空間が求められています。

また、人々の価値観の多様性により、個性的でおもしろい空間が望まれており、これら休憩施設では、沿道地域
の文化、歴史、名所、特産物などの情報を活用し、多様で個性豊かなサービスを提供することができます。

されに これらの休憩施設が個性豊かににぎわいのある空間となることにより 地域の核が形成され 活力あるされに、これらの休憩施設が個性豊かににぎわいのある空間となることにより、地域の核が形成され、活力ある
地域づくりや道を介した地域連携が促進されるなどの効果も期待されます。

こうしたことを背景にとして、道路利用者のための「休憩機能」、「道路利用者や地域の方々のための「情報発信
機能」、そして「道の駅」をきっかけに町と町とが手を結び活力ある地域づくりを共に行うための「地域の連携機
能」の３つの機能を併せ持つ休憩施設「道の駅」が誕生しました。

参加しよう－中心となるのは、地域に住む人々
「わが村は美しく－北海道」運動は、北海道の農林水産業をもっと豊かにするためスタートしまし

動 中心 な 域 住む なさま す れぞれ 域 大 なも 「

わが村は美しく－北海道

た。この運動の中心となるのは、地域に住むみなさまです。それぞれの地域に大切なもの、「地
域の資源」をみつけましょう。北海道の豊かな未来は「わが村」の小さな取組から始まります。

広げよう－活動の輪を大きく、自由に
「わが村は美しく－北海道」運動は、北海道内各地での住民主体の地域活性化活動を支援する
とともに 貴重な地域資源情報として事業の推進に役立て 農山漁村の発展に寄与することをとともに、貴重な地域資源情報として事業の推進に役立て、農山漁村の発展に寄与することを
目的に運動の一環として、隔年でコンクールを開催しています。

コンクリートは、道内各地で地域の魅力と活力を高めようとする地域住民の努力と行動に光をあ
て、全国に伝えるとともに、活動を支援し波及させていくことによって、農山漁村の新たな発展を
目指します。

伝えよう 北海道の「いいもの」を も と外へ伝えよう－北海道の「いいもの」を、もっと外へ
「わが村は美しく－北海道」運動では、「景観」「地域特産物」「人の交流」を３つの大きな柱として
展開しています。この運動を通じて、北海道にあるたくさんの「いいもの」をできるだけ多くの人に
伝えます。そして、世界に誇ることのできる、私たちの豊かな北海道を未来へと受け継いでいく
ことをめざします。

十勝本別「ｷﾚｲﾏﾒの会」 たきかわナタネ生産組合
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◆海の駅とは

「海の駅」は 誰でも 気軽に 安心して 楽しめる施設であり 車で陸か

海の駅について

「海の駅」は、誰でも、気軽に、安心して、楽しめる施設であり、車で陸か
ら、プレジャーボートで海から、どちらでもアプローチできるマリンレジャー
拠点です。来訪者のための一時係留設備（ビジターバース）、トイレ、マリン
レジャーに関する情報提供のための施設のほか、ホテルやレストラン等の
施設を利用したクル ジングや 各種マリンイベンの開催 朝市による海施設を利用したクルージングや、各種マリンイベンの開催、朝市による海
産物等の販売、地元漁船等を活用した漁業体験など、地域の特性を活か
した取り組みが実施されています。

◆登録状況◆登録状況

全国で１３６箇所（平成２４年５月１日現在）
北海道では５箇所（はこだて、むろらん、とまこまい、おたる、えさし）
※えさし海の駅は平成２４年３月２７日登録

プレジャーボートやヨットで
来られる方のためにビジ
ターバースを用意していま
す。また、クルージングや
釣り マリンスポ ツなどの

海の駅は、ビジターが利
用できる船舶係留施設、ト
イレ、給油、給水、応急修
理といった船舶に関する
基本設備を備えています釣り、マリンスポーツなどの

レジャーや海鮮市場・温
泉・宿泊施設など、各海の
駅それぞれ特色を活かした
サービスを提供します。

基本設備を備えています。
また、シャワー、宿泊、レ
ストランや売店を備えてい
る施設もあります。

マリンイベントや海産物の販
売、地元漁船での漁業体験
など、地域の特性を活かした
サービスを提供しています。
また 地域 性 海洋

海が育む豊かな自然環境
と歴史や文化という貴重
な地域の観光資源情報を
はじめ、マリンスポーツや
マリンレジャー、アミュー
ズ

２１

また、地域の活性化や海洋
教育活動として体験教室や
「海の駅」をつないでクルー
ジングするイベントも開催し
ています。

ズメント施設などの情報も
提供しています。海の駅
を起点に、その周辺で楽
しむことのできる様々な情
報を提供します。



北海道マリンビジョンについて

◆北海道マリンビジョン

北海道開発局では 平成16年6月に将来に渡って全国の水産食料供給基地としての北海道の大切な役割を守り育北海道開発局では、平成16年6月に将来に渡って全国の水産食料供給基地としての北海道の大切な役割を守り育

てていくため、活力ある北海道の水産業と漁村の将来像を示した「北海道マリンビジョン21」を策定しました。
北海道の水産業・漁村の概ね10年後について、水産物の安定供給、水産業の健全な発展について目指す姿を示

しています。

①水産物の安定供給基盤の確保

②環境保全と循環型社会の構築

③水産物の安定供給体制の確保

〔持続的生産を支える基盤の確保〕

〔循環型社会と調和した水産業の展開〕

〔経営強化と多様な出荷体制の確立〕

水産物の水産物の
安定供給安定供給北海道マリンビジョン北海道マリンビジョン2121のの

目指す姿目指す姿
③水産物の安定供給体制の確保

④漁村･地域の総合的な振興

〔経営強化と多様な出荷体制の確立〕

〔水産を核とした地域活性化〕

水産業の水産業の
健全な発展健全な発展

目指す姿目指す姿

◆地域マリンビジョン
ビビ

◆地域マリンビジョン

北海道マリンビジョン２１に示された目指す姿の実現
のため、各地域では、漁業者や住民、関係団体、行
政が協力しながら、それぞれの地域が抱える問題や
課題に対応するため 水産業を核とした地域振興の具

平成17年策定

◎モデル地域
先駆性や独創性が認められ、他の地域のモデル

として見込める地域（13地域）
○推進地域

モデル地域に準じる地域（5地域）

東浦漁港抜海漁港

仙法志
漁港

礼文西漁港礼文地域

『地域マリンビジョン』の策定市町村・指定状況『地域マリンビジョン』の策定市町村・指定状況

課題に対応するため、水産業を核とした地域振興の具
体策となる「地域マリンビジョン」を策定しています。
現在、地域マリンビジョンは、北海道の29地域で策定

されており、各地域では、衛生管理の強化やブランド
化の推進と言 た水産物の安定供給のための取り組

平成17年策定

平成18年策定

平成19年策定

平成20年策定

モデル地域に準じる地域（5地域）

サロマ湖漁港

元稲府漁港

遠別漁港

苫前漁港

ウトロ漁港

美国漁港

化の推進と言った水産物の安定供給のための取り組
みの他、食育、植樹、オーナー制度、水産業と観光の
連携等の様々な取り組みが行われているところです。

地域マリンビジョンにおける取り組みは、「立ち上が
る農山漁村 にも選定される（寿都地域 福島地域 根

羅臼漁港

歯舞漁港
温根元漁港

落石漁港

厚岸漁港

大津漁港
登別漁港

追直漁港

寿都漁港

久遠漁港

古平漁港

美国漁港

余別漁港

る農山漁村」にも選定される（寿都地域、福島地域、根
室（落石）、根室（歯舞））など地域の振興策として期待
されるところです。

大津漁港

庶野漁港
様似漁港

三石漁港

登別漁港

砂原漁港

熊石漁港

臼尻漁港
函館漁港

福島漁港

江良漁港

青苗漁港
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◆北海道みなとオアシスとして物販展を開催はできないか

北海道みなとオアシス活性化協議会の取組み

・各みなとオアシス市町で開催される夏祭り等のイベントで北海道みなとオアシスとして物販展を開催
出来ないか。

・開催出来るイベント等があれば提案願います。
旅費 食材費等に は 参加オ シ が負担 新たな枠組みも要検討・旅費・食材費等については、参加オアシスが負担。→新たな枠組みも要検討

イベントを実施するために必要な事例
●参加者が行うこと●参加者が行うこと
・商品の調達：地元の協力が必要。
・人員の確保：物販展であれば少人数で対応可能（Sea級グルメの際、稚内では３名で対応）。
・旅費の支出：人員が少人数であれば、開催地が遠方の場合でも対応可能では。

●主催者が行うこと
・ブースの確保：イベントの規模により対応の可否が決まる。
・テント等の機材調達：実際のイベントでの例を参考にする・テント等の機材調達：実際のイベントでの例を参考にする。
・補助金の支出：イベントの規模により対応の可否が決まる。

●その他
・イベントの規模によっては販売量の大小が生じるため参加の可否を決める。
・イベントに参加するためには、旅費・食材費の確保が必要。

◆イベントの開催場所・時期 規模によっては 物販展の場合北海道みなとオアシスとして参加が可

２３

◆イベントの開催場所・時期、規模によっては、物販展の場合北海道みなとオアシスとして参加が可
能ではないか



情報提供・意見交換

◆北海道みなとオアシスの登録予定
稚内港

香深港
（れぶん）

【資料３】

◆北海道みなとオアシスの登録予定

○室蘭港、函館港、釧路港、留萌港でみなとオアシス登録に向け検討中。
・室蘭港・函館港は、７月登録に向け作業中。
・留萌港：「うまいよ！留萌市」や「留萌市海のふるさと館」を活用した取り組みを

網走港

室蘭港

留萌港

留萌港 うまいよ 留萌市」や 留萌市海のふるさと館」を活用した取り組みを
進めていきたい。

江差港
苫小牧港

室蘭港

函館港

【参考】全国のみなとオアシス登録件数
凡例

登録済 登録検討中【参考】全国のみなとオアシス登録件数

○全国のみなとオアシス登録件数は、「みなとオアシスとば」
（平成２４年３月１日登録）により６０。

：登録済 ：登録検討中

【参考】みなとオアシス紹介HPの更新

○本省でみなとオアシスの概要を紹介するHPを平成
度 新 定みなとオアシスの全国展開

みなとオアシス登録数の推移
(箇所)

稚内港

網走港
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◆全国的な動き「食とみなとまちづくり」大討論会

○「食とみなとまちづくり」大討論会について
・食とみなとまちづくりとは

なと わ をもたらす「食 「港弁 ※ 「 級グ ※ 「漁師料理 ※３ 「 なと 朝ごはん ※

◆全国的な動き「食とみなとまちづくり」大討論会

みなとの賑わいをもたらす「食」について「港弁」※１、「Sea級グルメ」※２、「漁師料理」※３、「みなとの朝ごはん」※４、
などを「みなとまちごはん」（仮称）と提唱し、これらの活動を支援し、みなとまちづくりを更に推進するためホーム
ページの立ち上げや協賛企業とのコラボレーションなどの取り組みを予定している。

※１：平成２２年度の「みなとオアシス全国協議会」において、八幡浜港みなとオアシスより提案。
ご当地の「食」のおいしいところを１つの弁当箱に詰めたお弁当。

※２：みなとオアシスが位置する地元のみなとで水揚げされた海産物や、みなとオアシスの背
後地域で地産地消される名産品を用いてつくられ、自信を持ってお勧め出来る飲食物。

※３：海の幸の「旨い」を知り尽くした漁師たちが食べている料理。：海の幸の 旨い」を知り尽くした漁師たちが食 ている料理。
※４：みなとまちの地元のお母さんがいつも作る家庭の朝ごはん。

・今後の取り組み予定
①“みなとまちごはん”（仮称）の展開のため、ホームページの立ち上げ。

②協賛企業とのコラボレーション。

③いろいろな「みなとまちごはん（仮称）」をホームページで紹介し、商品販売や
“みなとまちごはん食べ歩きツアー”などを企画。

④地域によっては「みなとまちごはんＭＡＰ」などを作成し、ホームページや観光
情報誌やパンフレットなどで展開。
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第 級グ 全 会

◆第２回Sea級グルメ全国大会

○第２回Sea級グルメ全国大会
・第２回目は福島県小名浜港で１０月７，８日に開催することが決定。
・開発局としても大会で昨年度同様、チラシの配付等協力を行う予定。

○概 要
①いわき小名浜みなとフェスティバル
・第４回みなとオアシス全国協議会理事会・総会
・第２回みなとオアシスSea級グルメ
・いわき大物産展

②開催場所
・小名浜港アクアマリンパーク及び周辺

③開催月日
・第４回みなとオアシス全国協議会理事会・総会（１０月５～６日）
・第２回みなとオアシスSea級グルメ全国大会（１０月６日（土）～７日（日））

会場となる小名浜港ア

【参考】小名浜アクアマリンパーク

いわき花火大会
今年で59回目となる夏のビックイベント。
毎年、県内外から多くの観光客を迎える。

会場となる小名浜港ア
クアマリンパークは、こ
れまでも地元が中心と
なって、花火大会や海遊
祭、豪華客船の来航等
様々なイベントが開催さ

その他のイベントの様子

豪華客船 飛鳥Ⅱ来航
200人のフラガールが飛鳥Ⅱを出迎
え、賑わいを見せた。

様々なイベントが開催さ
れ、大きな賑わいを見せ
てきました。 絶好のロ
ケーションと、長年同地
でイベントを開催されて
きた実績を活かし、今回
の「Sea級グルメ全国大
会」も、10万人規模の来
場者を想定しています。
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